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有料版WOLF、WOLF-V ver2.0.8 リリースノート 
 

このリリースノートは、有料版WOLF ver2.0.8および、WOLF-V ver2.0.8導入についての注意事項(イ

ンストール手順)および、前バージョンのWOLFから強化された内容(新機能、その他の変更点等)を記載

しています。 

WOLF、WOLF-Vをご利用の際は必ず目を通していただくようお願いいたします。 

また、これらの内容はユーザのフィードバックを受けて更新されることがありますので、随時最新情

報をご確認ください（最新情報はhttp://www.medical-domain.com/products/r-note.phpでご確認いた

だけます）。 

 

1. 導入についての注意事項 
1-1. 日医標準レセプトソフト(以下、日レセ)ver 4.4.0(etch)対応ついて 

2009-03-27に日医標準レセプトソフト(以下、日レセ)ver 4.4.0(etch)のパッケージ提供がおこなわ

れました。 

 日レセ ver 4.4.0でデータベースのスキーマ変更がおこなわれた関係上、日レセ ver 4.4.0と WOLF

を連携して使用する場合はWOLF ver2.0.7以上が必須となります。 

 

※設定により、日レセ4.2.0、4.3.0に接続することも可能です。 

 

 

1-2. インストール時の注意 

WOLF ver2.0.8アップデートインストーラはWOLF ver2.0.0～2.0.7.2(体験版、評価版含む)が導入済

みの環境でしかご利用になれません。 

WOLF ver2.0.8は過去全ての内容を含んでおりますので、過去のバージョンを適用する必要はありま

せん。 

WOLF-Vをご利用の場合はWOLF-V ver2.0.8のアップデータを入手してください。 

 

■有料版WOLF ver2.0.0～2.0.7.2をお使いの方 

有料版 WOLF2.0.0～2.0.7.2(体験版、評価版含む)が導入済みであれば、「1-2.インストール方法」

を参照しWOLF ver2.0.8のアップデートを実施してください。 

 

■WOLF-V ver2.0.4.1～2.0.7.2をお使いの方 

Windows Vista環境用の WOLF-V 2.0.4.1～2.0.7.2が導入済みであれば、WOLF-V2.0.8のアップデ

ートインストーラをご利用ください。 

 

■株式会社エスアールエル Doctor's Desk Light(DDL)および、無料版WOLF ver1.Xをお使いの方 

まず始めに有料版WOLF ver2.0.0を導入する必要があります。 

WOLF ver2.0.0インストールガイドおよびリリースノートを参照し、WOLF ver2.0.0インストール

ディスクからのインストール、およびデータ移行を実施してください。 
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1-3. インストール方法 

メディカルドメインの Webサイト(http://www.medical-domain.com/products/download.php)から

WOLF ver2.0.8もしくは WOLF-V ver2.0.8アップデートパッチをダウンロードし、解凍後

SetupXP_Update.exe(WOLF-Vの場合はSetupV_Update.exe)を実行してください。実行するとアップデ

ートインストール画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. WOLF ver2.0.8で変更された主な内容 
 追加された機能の操作方法についてはWOLF ver2.0.8追加マニュアルを参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※WOLF ver2.0.8追加マニュアルはWOLF ver2.0.8インストール後のWindowsプログラムメニューに

追加されます。 
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2-1.各種検査設定の追加 

補助機能に「各種検査設定」のタブが追加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1-1検査項目表示順 

 

 

 

 

  

・分野コードソート条件でソート 

SRL 社DDNet ServerおよびSite Server形式のデータ取得をした場合に適用されます。 

 ・表示順を手動で設定 

検査の並び順を自由に指定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※操作、設定方法についてはWOLF ver2.0.8追加マニュアルを参照ください。 
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2-1-2検査受信・取込設定 

検査結果の自動受信設定と、オンラインで受信した検査データを自動でバックアップする機能が追加

されました。 

検査結果の自動受信では、取得間隔指定と時間指定の2パターンでの定期的な自動取り込みが可能で

す。 

 

 

 

 

 

 

検査自動取り込み 時間指定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※操作、設定方法についてはWOLF ver2.0.8追加マニュアルを参照ください。 

 

2-1-3検査結果画面 表示設定 

 検査結果を太字で表示させる機能と、結果値が基準値の上限もしくは下限を超過した際の表示色を設

定する機能が追加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※操作、設定方法についてはWOLF ver2.0.8追加マニュアルを参照ください。 
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・H/Lの範囲を2段階に設定 

 通常の基準値の他に独自の基準値(2段階目基準値)を設定する機能が追加されました。 

 また、2段階基準値を超えた場合の表示色の設定が可能です。 

 本機能の使用の有無や、設定値につきましては使用される方自身の責任と判断をお願いいたします。 

 

 2段階目基準値の設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2段階目の上下限値の設定には以下のパターンが設定できます。 

 （    が2段階目基準値の表示色が適用される範囲） 

 

 1)下限値＞2段階目下限値 および上限値＜2段階目上限値 

 

 

 

 例：基準値からさらに超える場合の目安など。 

 

 2) 下限値＜2段階目下限値 および 上限値＞2段階目上限値 

 

 

 

 例：基準値内だが、もうすぐ基準値を超える場合の目安。 

 

3)下限値＞2段階目下限値 および 上限値＞2段階目上限値 

 

 

 

 例：2段階目下限値は基準値からさらに下回る場合、2段階目上限値はもうすぐ基準値を超える場合

の目安。 

 

 

4)下限値＜2段階目の下限 および 上限値＜2段階目の上限 

 

 

 

例：2段階目下限値はもうすぐ基準値を下回る場合、2段階目上限値はもうすぐ基準値を超える場合

の目安。 

※操作、設定方法についてはWOLF ver2.0.8追加マニュアルを参照ください。 

基準値 

2段階目基準値 

基準値 
2段階目基準値 

 

基準値 
2段階目基準値 

 

基準値 

2段階目基準値 
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2-1-4 検査報告書 印刷時標準設定 

検査報告書上下の帯を印刷しない機能と、検査報告書 時系列印刷を縦方向で印刷する機能が追加され

ました。 

 

 

 

・検査報告書上下の帯を印刷しない機能は印刷時のメニューから上下印刷「あり」、「なし」の選択から

も変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上下帯印刷あり 上下帯印刷なし 
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・検査報告書 時系列印刷を縦方向で印刷は印刷時のメニューから「横」、「縦」の選択からも変更が可

能です。 

時系列の縦印刷を行う事で表示する検査項目を増やします(25項目→42項目)。 

日数が減少します(5日分→3日分)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦印刷 横印刷 
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2-2.院内・センター検査の一列表示 

同一日付に複数の検査があった場合、例えば尿検査を院内、血液検査を院外とした場合、従来は同日に

実施しても別の日付(列)として表示されましたが、表示する日付をまとめて表示が可能になりました。 

同日に同一項目で複数の検査結果がある場合、左側の検査(受付IDが最小)が表示されます。 
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2-3.セット項目の表示方法 

検査の時系列表示でセットの表示方法を追加しました。 

 

・全セットをセット毎表示 

 表示セットメニューから「全セットをセット毎表示」の選択で、登録されているセット毎に全ての検

査項目を表示します。 

 セットの先頭行はセット名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・セット表示順設定 

 セット表示順設定画面から「全セットをセット毎表示」の表示時の並び替えが可能です。 
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2-4.トレンドグラフの縦幅設定 

検査トレンドグラフ表示の縦幅のサイズが変更可能となりました。 

縦幅を増減させることで検査の上昇や下降の度合いについて、表示上の見た目を変更できます。 

印刷時の縦幅にも反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-5.紹介状への基準値転記 

 紹介状への検査結果を転記時に、検査値の他に基準値の転記も可能になりました。 

 転記の際に「基準値付き複写」ボタンを使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ縦幅 50 グラフ縦幅 10 

グラフ縦幅 30 
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2-6.未読・既読認識 

検査結果取り込み後、受付一覧画面で該当患者の「未」項目に●印が付く機能が追加になりました。 

この●が付いている患者は検査未読状態となります。 

 

検査未読状態を解除する条件は下記(1)、(2)となります。 

(1)検査情報画面(単回)を開く(受付一覧画面もしくは患者詳細検索画面から「検査情報」ボタンを押

下してください)。 

(2)受付一覧画面もしくは患者詳細検索画面の「未」項目の●印を直接クリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、患者詳細検索画面の検索条件から検査未読状態の患者の検索が可能になりました。 

「直近検査」と「未読」にチェックをつけて検索開始をしてください。 
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2-7.検査異常値による検索 

患者詳細検索画面の検索条件から最後に取り込んだ検査に異常値が存在する患者の検索が可能になり

ました。 

「直近検査」と「直近検査に異常値が存在」にチェックをつけて検索開始をしてください。 

 

※ 過去検査の異常値は検索できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-8.エラー修正時の検査データ表示 

検査取込でエラーとなった際の患者データ修正画面で、検査データが表示されるようになりました。 

「テキスト形式」ボタンで表形式からテキスト形式へ切り替えが可能です。 
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2-9.患者マスタ修正画面 

 検査取込でエラーとなった場合の患者データ修正画面から患者情報の修正が可能になりました。 

「患者マスタ」ボタン押下で患者マスタ画面が表示されます。 

日レセと連携している場合は患者マスタの呼び出しはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-10. DD Net FD取込 ファイル名チェック 

管理ツールの検査センター接続情報の「センター名称」とDD Net FD形式の検査ファイルの先頭文字

が一致する場合のみ、取り込み時のファイルチェックが可能となりました。 

本機能を使用する場合は「選択したセンター名称のファイルのみ表示」にチェックを付けてください。 
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2-11. DD Net Server、Site Server形式のデータ取込時に処理中の表示 

 DD Net Server、Doctor’s Siteの検査データ取込中に処理中(プログレスバー)の表示がされるよう

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-12. 生年月日、性別を必須としない 

※「生年月日、性別を必須としない」チェックボックスは、使用目的が明確でない場合はチェックを

しないでください。 

 

通常 WOLFでは患者登録時にカルテ番号、カナ氏名、生年月日、性別を必須としていますが、このチ

ェックをつける事で、カルテ番号とカナ氏名のみで患者登録が可能になります。 

検査データによる新規患者登録時も生年月日、性別が必須ですが、カルテ番号、カナ氏名のみで患者

登録が可能になります。 

日レセの患者情報から新規に WOLFへ新規患者を登録する際は生年月日、性別を取得しますが、既に

WOLFに登録済みの患者(検査などから取り込まれた患者)に対しては生年月日、性別によるチェックを条

件にしません。 

 生年月日、性別によるチェックは他システムと患者連携をする際に、患者の取り違えを防ぐための機

能ですので、通常はこの機能は使用しないようお願いいたします。 
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2-13.疑いフラグのついた病名の転記時に「～の疑い」の文字を自動付加する動作の仕様変更 

病名の状態として「疑いフラグ」が付加されている場合、紹介状などへの転記時に「～の疑い」の文字

が自動で付加されますが、「糖尿病の疑い」など病名自体に「の疑い」の文字があった場合は「～の疑

い」の自動付加はおこなわない様に仕様を修正しました。 

通常の病名に「疑いフラグ」がついている場合は、従来通り「～の疑い」が自動で付加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2-14. WOLFの引数付き起動によるデータベースバックアップの自動実行 

 WOLFの起動パラメータ(引数)に「BACKUP」の文字を付ける事でWOLFのデータベースバックアップを

おこなう機能を追加しました。 

 これによりWOLFを起動しない状態でのバックアップが可能となります。 

 バックアップ先フォルダはWOLF補助機能内の「データ保守」の設定が適用されます。 

 既にWOLFが起動している状態では引数起動によるバックアップは実行できません。 

 

 WOLF.exeの後に半角スペースと「BACKUP」の文字を追加して呼び出してください。 

 実行例："C:\Program Files\WOLF\WOLF.exe" BACKUP 

 例えば、「BACKUP」の引数を付けたWOLF.exeのショートカットを下図のように作成することで、デス

クトップのショートカットアイコンからのバックアップが実行可能になります。 
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2-15. 患者マスタ 複数選択および強制削除 

 補助機能内-各種マスタ設定タブの患者ボタンで表示される患者選択画面で、「強制削除」ボタンを使

用することで、患者のインアクティブ操作をおこなわずに患者削除が可能になりました。 

また、キーボードの Ctrlキーもしくは Shiftキーを押しながら選択することで複数項目の強制削除

が可能です。 

 複数選択は強制削除でのみ使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 検査項目マスタ複数選択削除 

 補助機能内-各種マスタ設定タブの検査項目ボタンで表示される検査項目マスタ一覧画面でキーボー

ドのCtrlキーもしくはShiftキーを押しながら選択することで複数項目を選択可能になりました。 

 複数選択は検索項目の削除でのみ使用可能です。 
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3. 不具合対応一覧(WBF - WOLF Bug Fixed : WOLFバグ管理番号) 
 有料版WOLF ver2.0.7.2で判明した不具合に関し、WOLF ver2.0.8 での対応について列記します。 

 

■WBF-00049 バックアップ動作の修正 

WOLFのデータベースバックアップ 時に日レセからCLIAMを受信すると、エラーが発生する問題を修

正しました。 

 

■WBF-00050 主治医意見書、医師意見書 検査料の請求の修正 

 主治医意見書、医師意見書作成の「請求書印刷」実行時に検査料の請求額がゼロの場合に金額のない

請求書が作成されていた問題を修正しました。 

また、「意見書請求書一括出力」実行時に検査料の請求額がゼロの場合も請求総括書および請求一覧

に件数としてカウントされていた問題を修正しました。 

 

 

4. WOLFツールのご案内 
WOLFに関連する無料および有料のツールについてご案内いたします。 

 

4-1. AEXUS 

AEXUSは様々な帳票を汎用的かつ簡単に作成するためのツールです。 

WOLFがなくても単独で使用可能ですが、WOLFと同時に使用することで、患者氏名などの基本情報や

薬歴、病名などを引用できますので、より効率的な帳票作成が可能となります。 

有料ソフトですが、評価版プログラムの無料ダウンロードもあります。 

 

詳細は下記URLを参照ください。 

http://medical-domain.com/products/aexus.php 

 

4-2. お薬手帳印刷システム WOLF-PUP 

 2009年 10月現在開発中のツールです。提供準備が整い次第、メディカルドメインのWebサイトで告

知します。 

 

あらかじめ日レセに登録された薬剤情報マスタを利用し、WOLFからお薬手帳サイズのカラー写真付き

薬剤情報を印刷するツールです。 

薬事日報社から発売されている「FINE PHOTO DI PLUS」の CD-ROMから薬剤写真と説明文を日レセに

データを投入するツールも提供を予定しています。 

 

※薬事日報社から発売されている「FINE PHOTO DI」には対応していません。必ず「FINE PHOTO DI PLUS」 

をご利用ください。 

※WOLF上では薬剤写真、薬剤説明文(剤形、効果・効能、注意事項)の編集はできません。 

※本ツールの利用には日レセとの連携が必須です。 

※別途、専用のプリンターが必要になります。 
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4-3. WOLFランチャ 

WOLFから弊社製および他社製アプリケーションを呼び出したい場合、WOLFランチャを利用すること

で複数のアプリケーションとWOLFを連携することができます。 

 

対応アプリケーション(2009-10-05時点) 

・WinORCA Expert(簡易オーダリングソフト) 熊本ソフトウェア株式会社殿 

・レセプトチェッカー(レセプト病名点検ソフト) SFKメディカル株式会社殿 

・KONICA Regius連携(CR) コニカミノルタ殿 

・LumiView(DICOMビューワー) 株式会社リアルビジョン殿 

・View Plus Pro(心電図データファイリングソフト) フクダエム・イー工業株式会社殿 

・AEXUS(帳票作成ツール)メディカルドメイン別売製品 

 

WOLFランチャは下記URLから無料でダウンロードできます。 

http://www.medical-domain.com/products/tools/ 

 

4-4. XMLコンバータ 

WOLFのデータベースからXMLデータ作成および、作成したXMLデータをWOLFへ登録するツールです。 

これまでの仕様では、WOLFインストール時のデータベース選択で JetエンジンかMSDEを選択後にデ

ータベース形式を変更することはできませんでした。 

このツールを使用して、現在利用している WOLFから XMLファイル形式で全データを抽出し、さらに

その XMLデータを異なる種類のデータベースでインストールした WOLFへ登録することで、データベー

ス形式に関係なくデータ移行が可能となります。 

SRL 社DOCTOR’S DESK Lightをご利用の方もDOCTOR’S DESK LightからXMLデータを作成し、WOLF

へ登録が可能です。 

 

XMLコンバータは下記URLから無料でダウンロードできます。 

http://www.medical-domain.com/products/tools/ 

 

4-5. 日医医見書データ移行支援ツール 

 日医 医見書ソフトからWOLFへのデータ移行支援ツールです。 

 

※「日医 医見書 ver3.0.9およびver3.1.0」からデータ移行をおこなった場合、 

・特別訪問看護指示書の帳票 

・訪問看護指示書、主治医意見書、医師意見書の薬剤名 7、8項目 

のデータが移行されません。 

それ以外のデータにつきましては、正常に移行できることを確認しております。 

ver3.0.9およびver3.1.0対応につきましては10月6日現在 検討中となっております。 

 

 以下のデータが移行可能です。 

・患者基本情報 

・意見書請求先 保険者情報 

・主治医意見書 文書内容 

・医師意見書 文書内容 

・訪問看護指示書 文書内容 

移行可能なデータには条件がありますので、必ずマニュアルを参照して移行を実施してください。 

 

平成21年10月6日時点の 利用可能な医見書のバージョンは以下の通りです。 

   ・ システムversion : 3.0.8 

・ データversion : 3.0.8 

・ スキーマversion : 3.0.8 

日医医見書データ移行支援ツールは下記URLから無料でダウンロードできます。 

http://www.medical-domain.com/products/tools/ 


